
2019年、県立歴史館で開かれた「土偶展　国宝土偶～縄

文文化の多様な個性」に展示された「縄文のビーナス」。国

内をはじめ海外の展示会にも出品され、高く評価された
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純
文
の
ビ
ー
ナ
ス
　
国
宝
瀧
定
3
0
年

を
発
見
し
た
っ
環
状
集
落
牡
の
中
央

部
の
広
場
に
あ
る
穴
の
一
つ
に
、
横

た
わ
る
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い
た
。

守
矢
さ
ん
は
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
を

「
中
部
高
地
ま
た
は
八
ヶ
岳
山
麓
の

縄
文
時
代
中
期
の
妊
娠
土
偶
の
代
表

選
手
」
と
説
明
す
る
。
「
縄
文
の
ビ

ー
ナ
ス
」
の
愛
称
は
誰
が
名
付
け
た

か
定
か
で
は
な
く
、
「
自
然
発
生
的

に
出
て
き
た
の
か
な
」
と
守
矢
さ
ん
。

1
9
8
6
年
相
調
8
日
、
茅
野
市

米
沢
埴
原
田
の
棚
畑
遺
跡
か
ら
1
体

の
土
偶
が
出
土
し
た
。
高
さ
2
7
巧
、

重
さ
2
・
1
4
㌔
の
立
像
形
の
大
型
土

偶
で
、
妊
娠
し
た
女
性
の
姿
を
表
し

て
い
る
。
約
5
0
0
0
年
前
の
縄
文

時
代
中
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
国

内
の
土
偶
の
多
く
は
破
壊
さ
れ
た
状

態
で
見
つ
か
っ
て
い
る
中
、
ほ
ぼ
完

全
な
形
で
掘
り
出
さ
れ
た
。
「
経
文

の
ビ
ー
ナ
ス
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る

国
宝
土
偶
だ
。
．

頭
は
て
っ
ぺ
ん
が
平
ら
で
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
形
状
。
顔

は
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
ハ

ー
ト
形
で
、
ら
り
上
が
っ
た
切
れ
長

の
目
、
お
ち
ょ
ぼ
口
な
ど
、
八
ヶ
岳

山
麓
の
縄
文
中
期
の
土
偶
に
特
有
の

顔
立
ち
。
胸
は
小
さ
な
突
起
状
。
腹

部
は
膨
ら
ん
で
突
き
出
し
、
虎
は
逆

ハ
ー
ト
形
で
大
き
く
張
り
出
し
て
い

て
、
妊
娠
の
状
態
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
虚
は
太
く
、
ど
っ
し
け
感
が
あ

る
。
安
産
祈
願
な
ど
を
願
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

工
業
団
地
の
造
成
に
伴
う
同
遺
跡

の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
。
現
在
、

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
を
所
蔵
し
、
展
示

し
て
い
る
市
尖
石
縄
文
考
古
館
の
守

矢
昌
文
符
別
館
長
（
6
7
）
は
当
時
、
同

館
前
身
の
市
尖
石
考
古
館
の
学
芸
員

と
し
て
発
掘
調
査
に
携
わ
り
、
調
査

補
助
員
と
2
人
で
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
は
8
9
年
の
国
の

重
要
文
化
財
指
定
を
経
て
、
茅
野
市

関
係
で
初
め
て
、
縄
文
時
代
の
遺
物

と
し
て
日
本
で
第
1
号
の
国
宝
指
定

と
な
っ
た
。
守
矢
さ
ん
は
「
特
異
な

例
で
は
な
く
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、
妊

娠
土
偶
と
言
え
ば
こ
れ
を
指
す
と
い

う
造
形
を
し
て
い
て
、
誰
が
見
て
も

納
得
で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
っ
た
と

思
う
」
と
話
す
。
出
土
し
た
際
の
状

態
な
ど
の
出
自
が
明
確
だ
っ
た
こ
と

や
、
縄
文
人
の
精
神
文
化
を
伝
え
る

貴
重
な
遺
物
で
あ
っ
考
」
と
な
ど
も

褒
め
ら
れ
た
。

尖
石
考
古
館
は
国
宝
と
な
っ
た
縄

文
の
ビ
ー
ナ
ス
を
保
管
、
、
保
護
し
て

公
開
す
る
た
め
な
ど
を
目
的
に
、
2
一

0
0
．
0
年
に
尖
石
縄
文
考
古
館
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
縄
文

の
ビ
ー
ナ
ス
は
各
地
で
展
示
さ
れ
、

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
国
宝
指
定
前
の

1
9
9
ノ
0
～
9
1
■
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
」
指
定
後
の
9
8
年
に
パ
リ
、
戻

0
計
年
に
ロ
ン
ド
ン
、
1
8
年
に
南
飛

パ
サ
で
開
か
れ
た
展
示
会
に
出
曇

れ
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
⑳

守
矢
さ
ん
は
国
宝
指
定
3
0
年
奮

う
凝
り
返
る
。
「
言
っ
て
み
れ
ば
萎

れ
が
市
民
権
を
得
て
、
わ
れ
わ
れ
璽

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
発
信
で
き
惣

パ
寸
ツ
に
な
っ
た
と
皆
さ
ん
が
慧

止
め
て
く
れ
た
こ
と
が
、
（
3
0
年
の
》

つ
の
成
果
に
な
る
の
か
な
と
琴
逆

茅
野
市
内
か
ら
出
土
し
た
土
偶
詔

文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
が
、
1
9
9
盈

6
片
1
5
日
の
国
宝
指
定
か
ら
3
0
周
顔

と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
2
℃
0
塵

に
市
内
で
出
土
の
土
偶
「
仮
面
望

神
L
が
1
4
年
に
国
宝
指
定
さ
れ
を

と
も
重
な
り
、
縄
文
が
市
の
大
桑

魅
力
の
一
つ
と
し
て
さ
ら
に
浸
透
顕

る
こ
と
に
な
っ
た
ご
一
つ
の
国
雲

偶
が
あ
る
ま
ち
と
し
て
内
外
へ
聖

信
や
観
光
面
の
取
り
組
み
が
進
み
も

r
特
色
あ
る
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
⑳
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鐘
嶺
髄
農
道
等

縄
蕊
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
蔓

れ
嵐
で
や
今
後
を
探
っ
た
。
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